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はじめに 

このたび、山形市の総合的な健康づくりの指針となる、「山形市健康プラン

２０３５」を新たに策定いたしました。「山形市健康プラン２０３５」は、市

民の健康増進の推進に資する施策を基本とし、成育医療等基本方針に基づく

計画と歯科口腔保健計画を包含した計画となっています。 

本計画では、基本的な策定の考え方として、本市のこれまでの健康づくり

の取組に関する検証に加え、新たな取組として、２０４０年のあるべき姿を

達成するためにバックキャスティングによる視点を踏まえた検証を取り入れ、

「誰もが健康で生きがいと役割を持って地域の中でいきいきと暮らすまち」、「孤独や孤立を感じる

ことがない思いやりにあふれるまち」を目指すために、様々な角度から分析いたしました。 

これらの分析において、第２次山形市健康づくり計画における「ＳＵＫＳＫ生活の推進」につい

ても検証を行っており、その結果として、本市における平均寿命と健康寿命はともに延伸し、第１

号被保険者における要介護２以上の認定者の割合や、要介護２以上の認定者のうち、三大原因であ

る認知症、運動器疾患、脳血管疾患を原因とした認定者の割合が減少するなど、成果が現れてきた

ことも明らかとなっております。 

こうした動きをさらに加速していくためには、健康寿命を損なう主な疾患となる認知症、運動器

疾患、脳血管疾患に加え、悪性腫瘍や心疾患等の予防が重要です。そのため、これまで推進してきた

「ＳＵＫＳＫ生活」を強化し、糖尿病などの生活習慣病の予防に資する個人の行動と健康状態の改

善にアプローチするとともに、新たに、自然に健康になれる環境づくりを取り入れ、健康に関心の

薄い人を含め無理なく健康行動をとれる環境整備を推進するなど、社会環境の質の向上を進めてま

いります。 

さらに、計画の推進にあたっては、健康づくりに関して幼少期から高齢期に至るまでの人の生涯

を経時的に捉えた「ライフコースアプローチ」の考え方を取り入れ、女性と子どもの健康増進の取

組を進めることで、全ての世代の皆様の健康づくりを支えてまいります。 

本計画に基づき、市民の皆様、地域の関係機関・団体の皆様、民間事業者や大学等の皆様ととも

に、「未来から描く一人ひとりがいきいきと元気に暮らすまち健康医療先進都市山形」を目指してま

いりたいと考えておりますので、引き続き、御理解と御協力をお願いいたします。 

結びに、本計画の策定にあたり、多くの御意見及び御提案をいただきました山形市健康医療先進

都市推進協議会委員の皆様、アンケート調査に御協力いただきました市民の皆様に心から感謝を申

し上げます。 

 

令和７（２０２５）年３月 

山形市長  佐藤 孝弘 
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